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ビタビ復号アルゴリズムを用いた位置検出法 




A novel location estimation method based on the Viterbi algorithm has been developed. With this method, 
maximum likelihood location estimation is achieved at several 100 nsec. In addition, the location estimation 
terminal can be composed of a single LSI. 
Since the Viterbi algorithm has two functions, noisey signal detection and a maximum likelihood 
sequence path, this method can be applied to location estimation. The scale of the execution circuit is reduced 
with the survivor・correction because redundant data is erased. 
With the proposed method, the location estimation error is decreased by 60% or less compared with the 
conventional estimation method with which a base station detects the location of a signal. 
In this paper, the principle of the proposed method is discussed, and estimation error improvement is 





る。 	 提案方法は、ビタビ復号で扱う情報を位置情報に置き換 
位置を検出するためのセンシング手法としては、 え、同ーアルゴリズムによるハードウエアで最尤位置推定 
RSSI (Received Signal Strength Indicator). TDA(Time of 	 を行うものである。このことにより、これまでのビタビ復 
Arrival). TDOA(Time Difference of Arrival). AOA (Angle 
	 号回路と同様に、1つの LSI で高速に位置の推定ができ、 









動端末が受信し、移動端末位置を最尤推定する方法を用い 図 1は提案する位置検出モデルを示したものである。 






れているが、致命的な誤りに陥る可能性があった。 	 ムを用いて行われる。 
筆者は、ビタビ復号アルゴリズムにおける最尤推定法と 図 2 は具体的な動作原理を示したもので、 (a）は配置し
その回路構成に着目し、位置検出に適合させることを考え た固定ノードと移動端末までの距離の関係を示し、 (b）は 
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る移動端末は次の送信タイミングでは flO、 n1、 fl2S fl3、 
n4、 n5、恥の近傍にいるはずである。 

















































~固定ノート’ 	 ~ 検出した距離情報 





          
          
          
          
               




              
              
              
               
               






















































晋信イ言昇ー メトリック演算 	 ―→ 














































P(YJW) = jUlp（ァIト‘ ) 	 (1) 
	
I ) 	 (1)p ( 1w 
受 信号 メトリック
状態b - ACS 
状態C 	 ACS 
状態d ゴ ACS 4―→ 
図3 位置検出回路構成 
4―→ 



















性能を決める雑音 nは、受信増幅器の NF から求められ
る。本シュミレーションでは、移動端末と固定ノードの距
離が 1 の所における固定ノードの受信機の検出信号 S/N 
から算出される雑音nを用いる。 
式（5）において、P=i、 K= 1と簡略化し、シミュレーショ ー三ノ
ンを実施した。 
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のである。すべてが一致すると状態数が 256 であるので 
256 になる。 
図より、20 程度で、全てのパスメモリの値が一致するこ








1 4 7 10 13 16 19 22 25 
パスメモリの位置 






態数と大差ない。例えば、伝送能率 1/2、拘東長 7 のビタ






ド 64 では、6 ビットいるため、1系列あたりのパスメモリ
量は 6 倍になる。また、ACS 回路においても、伝送能率 1/2 
では、2 つのパスの比較でよいのに対し、本例のような 7 
パスの比較を比較する必要があり、回路規模が大きくなる。 
このように、回路規模が大きくなっても、現在市販され
ている中規模 FGPA 素子（Field Programniable Gate Al・ray) 
で十分対応することが可能である。 
表 2 は本モデルを実現した場合における回路規模を見






1記録当たりのパスメモリ bit 数 8bi t（セルの番号を 
8 ビットとして表現） 
例えば、本例で示した固定ノード 256 のモデルでは、エ
レメント数 10k 、メモリ 68kbit が必要となり、これは中
規模 FPGA で十分実現可能であることを示している。 
表 2 回路規模の推定 
設計値 回路規模 





ハ。スメモリ ルメント数 メ副数 メモり数 
ド数 打ち切り (bit) (bit) 
段数 
16 16 10 1, 280 
(4x4) 640 128 
64 64 16 8, 192 
(8 x 8) 2, 560 512 
256 256 32 65, 536 
(16x16) 10, 240 2, 048 
1024 1,024 64 524, 28 
(32x32) 40, 960 8, 192 8 
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"00”から”00”へのパス POO-,O0= 叫×）+r1 






図 A 一般的なビタビ復号におけるトレリス線図 
